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既設管路を取壊ながら掘進する改築推進工の施工報告 

－瀬戸川左岸幹線水路整備工事（その６）－ 

 

㈱熊谷組 正会員 遠藤 建史 

 

１．はじめに 

 近年，既存の農業用用水施設の耐震化，老朽化対策が実施されているが，当初施工時には周辺が田

畑であった箇所が現在では住宅の密集地に変貌していることも多々あり，施工方法に制約を受けるケ

ースが増えている．本工事も同様に既設管路が住宅地の生活道路の直下にあり，開削工法を適用する

と地域沿線に多大な環境負荷を与えるため，既設管路を取壊ながら掘進する改築推進工が採用されて

いる．ここでは，改築推進工についての計画および施工実績について報告する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

2.工事概要 

工 事 名：大井川用水（二期）農業水利事業 瀬戸川左岸幹線水路整備工事（その６） 

施工場所：静岡県藤枝市稲川地内ほか 

発 注 者：関東農政局 

施 工 者：株式会社 熊谷組 

工事内容：ＣＭＴ改築推進工法 φ1350mm 延長 約 45m，既設管φ1200mm 一部撤去 

既設管及び地盤条件：ヒューム管φ1200mm，基礎コンクリート：180°巻き 栗石基礎，既設管は開

削工法にて築造（築造時は民家はなし)，管布設後、砂質土にて埋戻し 

掘進対象土質：砂質土（埋戻し土）及び砂礫土層 

新設管と既設管の位置関係：発進側で新設管と既設管の芯は約 700mm のズレ，到達側で芯はほぼ一

致，新設管の天端は，既設管のほぼ管芯付近 

3.改築推進工法の概要 

ＣＭＴ改築推進工法は，推進前に既設管内にモルタルなどを充填した後，既設管を全面または一部を切削・破

砕しながら新設管へと敷設替えし，掘削土および破砕片は吸引排土方式で回収する工法である． 

切羽の保持方式は，カッターヘッドを切羽および既設管に押付ける面板加圧方式で，元押し推力を推進機後

図－1 ＣＭＴ改築推進平面･断面図
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